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昭和蝿

年度事

業計画

地質調査所1こ課せられた任務は地質に関する国立の

総合的調査研究機関として地殻地下資源応用坤質

各分野の調査研究およびこれらに関連する技術開発資

料の編さん整備を行なうことによって国土の開発保

全等国家社会の要請に答え国民の福祉と文化の向上に

寄与することにある.昭和42年度は従来実施してい

た特別研究｢天然ガス調査研究｣カミ発展的解消を遂げ

今年度より新設される､石油開発公団､で実施されるこ

ととなった.また新機構として海外地質調査協力室･

6出張所(旧駐在員事務所)および総務部･研究企画官

制が認められ長年懸案となっていた機構上の問題につ

いて明るい見透しを得るにいたった.

なお東南アジア等の発展途上にある国々の技術者に

対して研修を行なうとともに海外技術協力および海外

地質研究を推進するために｢海外地質調査協力室｣が設

立され地質調査所はアジアにおける指導的役割りを果

たすこととな?た.

昭和42年度はr天然ガス調査研究｣が上記のように

石油開発公団で実施されるようになったカミ本年度より

特別研究として

(6)人工地下水の研究

(7)第三系堆積盆地の形成機構の研究

の2項目が新たに取り上げられた.昭和42年度の特別

研究としては以下の9テｰマが取り上げられている.

【特別研究】

(1)国際地球内部開発調査研究(UMP)

国際測地学地球物理学連合(I.uG.G)の提唱に基

づき現在23カ国が協力実施しているもので国内では

31の研究調査機関が参加し昭和39年度から実施してい

る.本研究は地球の外側地殻およびマントル上部ま

での地質地球物理地球化学的性質を明らかにし島

弧に関する種々の現象を解明しようとするものでその

うちでもとくに地震火山現象の基礎問題に重点をおき

それらの防災対策に資するとともにマントルに由来す

る物質を明らかにしてその資源開発に貢献することを

目的とする.

1.人工地璽…･中国･近畿地方を横断する側線について

大爆破を実施し地殻構造を解明する

2.地質構造…･北上山地･赤石山地

研究企画官

岩石火山･…岐阜山地

深層試錐の先行調査…･岩手県において地震探査

岩手県･秋田県八丈島等犬歩危において地質調査を

実施し地震探査の解析解釈に必要な地球物理学的資

料を集める

(2)物理探査新技術および広域深部探査技

術に関する研究

深部広域探査のための物理探査技術を新たに開発し

地質構造ならびに資源の調査に役立てるため長期計画

に沿って新しい技術の開発と実用化のための研究を実

施する.

1.誘導分極崖の研究…･送信機部の中核を柾す周波数

変換部の出力増犬をはかるための装置の試作とその

野外実験を千葉県下で行なうとともに構造ノイズの

検討のため時間領域の測定法を併用し秋田県下で火

山岩に対する検討を行な.う

2.強力音波探査法の研究･…20,000ジュｰルの強力

発振装置を用い群設置方式による指向性の向上実験と

高エネノレギｰ発信源の音響発生機構解明のため野外実

験を行ない受信方式嘩善のため基礎資料の収集･検

討を行なう
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空中磁気探査法の研究…･空中磁気図作成上の問

題点として地球磁気の時間的変化の実体究明とその

除去法ドップラｰ･ナビゲｰションシステムの導入

による新しい方式の検討を行なう同時に越後平野

･越佐海峡を含む全域について空中磁気図を作成し

解析技術上の問題点の検討に着手する

深部電気探査法の研究…一連続電気構造断面図作

成法とその資料解析技術を検討するため蒲原平野

において実験を行なう

(3)地熱に関する研究

地球内部の熱に由来する諸現象を研究の対象とし地

質学的地球物理学的立場から熱源に関する情報を収集

するホとくに地熱資源開発可能地域においては地熱

の存在形態を支配する地質構造の解明に重点をおきあ

わせて開発･保全に必要な基礎資料の集大成を目的とす

る.昭和42年度においては地熱開発のための基礎調

査たらぴに既開発地域における熱水系の研究に重点をお
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1.岩手県滝の上･･

2.熊本県岳の湯･'

3.北海連濁川･…

4.福島県野地…･

5.秋田県八幡平･一

6.岩手県松川…･

･深度500mの試錐およびそれに伴う闘

連調査研究

･電気探査

地質精査化学分析

地温分布調査および温度勾配法に関する

研究

･資料収集

熱水系に関する研究

(4)地殻潜構造の研究

地殻が現在もさかんに活動を続け地震火山地す

べり地盤沈下狂ど災害の直接原因となっているわが

国は世界中の地震エネルギｰの工/10強が本邦周辺で放

出されているといわれるほど地殻変動カミ著しい.

現在の地殻変動は少なくとも後期新生代のはじめ(約

2,500万年前)以来の活動の続きとしてこれをとら走

る必要がある､よってごの時代以後の構造をとくに活

構造(Neo㈱言地nics)として重点的に研究しようとする

気運が米･ソを中心として世界的に高まってきている.

最近活構造に関係した資料は各地で発表され始めて

きたが全国的にみると空白部分が多く本研究によっ

て組織的に活構造の調査研究を行なうとともに重要産

業地帯周辺の地殻変動に関する観測およびその技術の

開発を実施しようとする.

1.関東南都(主として相模湾周辺)において地震波速度の

変化に関する基礎実験を行なう

2.地殻変動の地域的特性(関東構造盆地周辺部)

三浦1房総簡半島常磐南部地域で地形地質岩石試

験簡易試錐匁とを含めて総合的に実施する

3.清断層の調査研究関東閤辺部について変位量変

位速度地質構遺〃)関係を研究する

4.基盤構撞に達する構造試錐関東盆地東部の基盤構造

を明らか1ごするため茨城県下で400m位の試錐を実施

する

(5)海虜地質鯛萱技術1二関する研究

前年度の方針および方法を璋襲し北九州響灘をモデ

ノレ･フィｰルドとして各種調査技術の開発研究を行恋う.

とくに海底地質の調査はあたっては特定の調査法の

みによる成果では問題の解明に不十分であることに留意

し各種調査法の適用とその成果の総含的な検討を実施

する.各種調査法相互の連けいについては開発の遅れ

ている技術の肉上をはかって均衡のとれた調査技術の

体系化を進めて行く.また今後予想される海域(海洋)

地質調査に対する要求の増加年対処しできるだけ早い

機会に現在実施中の技術の確立につき一段落をつける

ことを考慮する
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海津試錐…･ポンツｰン型台船を用いたシ劃一トボ

ｰリング技棚こついてその離率化と可探深度の増大

をはかるため油圧駆動装麓の改良研究匁とを行なう

また物理探養による成果グ)チ皿ックを実施する

音波･磁気擦憲…･沼津地質状況と照合し海底地下

構造の探査1解明を実施する秘渕線･船位の決定は

ハイドロシストによる電波計測技術と共同してこれを

行なう

海底表溺鑓籟躍鏡の研究…･音波磁気探査およ

び海洋試錐の威巣とあわせて海底の新規堆積物の性

状狂らびにその堆積機構の解明を行なう

沿岸総覧鰯蜜1…主として音波磁気探査および表

層調査を行匁う海域ぽ関連した陸域担島戯の地質地

質構造の調査を所襲の構造によって行ない各種調査

法による成果の解析を支援する

(6)人工地下琳の研究(新規)

この研究は地層の匁かに人工的に地下水を注入して

地下水を強化補総することによって地下水による公害

(地盤沈下地下水への塩水の侵入など)の未然防止

絶対量の不屈をきたしている地下水資源の補給および地

下水盆地における水の地下貯溜等をはかることを目的と

するものでこの研究の成果は地下水鏡地に人工的に

水を注入補給しようとする場合にその方策とそれに対

する助言を与えうるものとすることを方針としている.

昭和42年度は準備段階の調査として埼玉県羽生市を

選び次年度以降の本格調査に備えることとした.
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羽生帝付遊の水理地質調査を行枚い調査井水源調査

井などの位箇を選憲する

注水痔の位置放らぴ紅水襲地質条件調査の花めの調査井

とで深度婁00独の調査研究試錐2城を掘慈くする

羽生清付近は澄入するための名盤の水か獲得しかだいた

め水源壷井芦紀諌め匁くてはならないのでその定め

の地表電気探査澄入水源調査井として深度10nコの試錐

2坑を掘慧くする

以上の調査研究緒巣を総合して4昨度に行政う予定の

本井および水源井の掘さく位置を選定する

(7)第三築蝶櫨鏡地の形成機構の研究(新規)

本研究はわが国における石油天然ガス石炭金

属など経済的に有用匁鉱床を濯蔵する第三系堆積物と

その堆積の場を取り上げそれらの地質学的な変せんと

その過程における多くの自然現象の発生推移の機構を

究明し伏在地下資源の探査に関して従来ともすれば

現時点においてみられる地質構造や層相にとらわれたた

めに生じやすかっ免糊蛎の誤りや方針の行き詰りを打開

する淀め第三系堆積盆地の形成機構について造構造�
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運動的見地に立脚した規則性･法則性に関する新しい基

礎資料の提供を目的とする

1.構造地質学的研究

イ)層序構造(合地形調査)口)坑井コンパイル

と禰曲構造形態の分類ハ)グリン･タフおよび基

盤構造

2.特殊研究

イ)応力分布口)応力場の変せんノ')岩石物

理堆積環境調査として二)堆積構造

ホ)軟体動物へ)地球化学ト)微比肩

3.調査試錐…･堆積盆地西縁の椎谷層～寺泊層の問題

解決のため寺泊町に深度200m西山層～浜忠層の問題

解決および浜忠層の1/100柱状図の1都欠除個所の充足の

ため出雲町に深度200mの試錐をそれぞれ実施する

(8)原料炭田周辺の地質学的総合研究

石炭局による｢原料炭田開発調査｣と関連がつ協力の

立場から行なわれている本調査は原料炭が賦存しさら

に地質未詳の地域を対象とし行なわれている.

当面の地域としては昭和39年度より北海道石狩炭田

北部とくに音江山～イルムケップ山周辺を対象として取

り上げた.

昭和42年度は音江山東方地域で新城～芦別市北部間南北

方向において地震探査(屈折法)を実施する過去3カ年

間において行なった物探結果を総括するとともに地表地質

調査および各種調査研究(物探･試錐既存資料･重鉱物･古

生物)の結果を総合して同地域の原料炭賦存の実態を解明

しさらに同地域の採炭試錐施行の可能性を促進させる

(9)工業地常地下構造調査

観点にたってウラン鉱床の探査技術の向上と鉱床成

因に関連した多くの問題を究明しあわせて国内ウラン

の地質鉱床学的潜在力の把握に努力する

1.ウラン鉱床地帯の補完的探査･…ウラン鉱床の密

集地域に存在するウラン鉱床相互の関連とさらにそ

の中間地帯についてその連続性の究明のために探査を

実施する

(A)岐阜県瑞浪～瀬戸島根･広島県境

(B)北海道南部宮城県角田周辺長野県飯田南部

愛知県津具広島県庄原地区など15地区

2.ウラン鉱床総合調査…･ウラン鉱床露頭部を取りま

く地点について地質鉱床学的地球化学的地球物理的

方法とさらに地形･試錐恋ど総合的手段を用いて鉱床

の賦存状況を把握する

岐阜県岩村広島県三次地区

3.探査技術の向上開発とウラン鉱床に関する研究…･ウ

ラン鉱床の成因について代表的な鉱床地点を選びウラ

!濃集都の地質学的特性基盤花筒岩との関係微量元

素との関係匁どにつき調査研究を推進するまた電

気･重力探査などに関する技術をウラン鉱床の基盤構造

の解明に適用しつつその技術の改善･向上および開発

を行なう

イ)地質鉱床学的研究…岐阜県東濃地域島根県

口)地球化学的研究…･岐阜県東濃

ノ･)地球物理的研究…一岐阜県東濃

【経常研究】

企業の配垣あるいは進出のための指針とする苗本年度

は八戸･三沢地区(青森県)と秋田臨海地区の2地

域について調査を実施する.

【国立機関原子力試験研糊

(1)杉原料物質調麓概窺

昭和4五年度より新たに始まった補完的探査の第2年目

として従来発見されたウラン鉱床地帯について補完的

調査研究を重点的に推進するとともにさらに長期的な

｢訂む

地域地質調査研究

温泉地質に関する調査研究

水資源調査研究

防災地質調査研究

産業地質調査研究

写真地質調査研究

平野地質調査研究

金属鉱床調査研究

非金属鉱床調査研究

肩炭地質調査研究

肩泊地質調査研究

新潟地区地盤沈下に関する調査研究

物理探査の研究

地質構造の地球物理学的研究

猪肩岩盤の物性の研究

地球化学･化学の研究

地質絶対年代の研究

技術の研究(地形･測量･試錐･試作)

地域開発調査研究

No.1524月号66頁石段の広島出張所は

中国出張所になお所在地は広島市基

町9番42号の誤りにつき訂正します�


